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1 変数分離形の微分方程式 y′ = −2xy の解を求めよ．

【3点】log y = −x2 + c または y = C e−x2

（任意定数 C がない場合は 1点減点）

2 次の (1)～(4)の中から同次形の微分方程式を 1つ選び，
変数変換によって変数分離形の微分方程式に変形せよ．

(1) xy′ = 2y2 + 4x2

(2) xyy′ = 2y2 + 4x2

(3) xyy′ = 2y2 + 4x2 + 3

(4) xyy′ = 2y3 + 4x3

【1点】(2) が同次形．
【2点】z =

y

x
とおくと，変数分離形 z

z2 + 4
z′ =

1

x
となる．

3 線形微分方程式 y′ − y = e2x の解を求めよ．

【3点】y = e2x + C ex

4 ベルヌーイの微分方程式 y′ − 2y = −y2 を変数変換に
よって線形微分方程式に変形せよ．

【3点】z = y−1 とおくと，z′ + 2z = 1



 

5 次の各微分方程式に対し，完全ならば解を求め，完全で
ないならば積分因子を求めよ．

(1) {(x+ 1)ex − ey} dx− xey dy = 0

【2点】この微分方程式は完全である．
【2点】解は x(ex − ey) = c

(2) (x2 + y2) dx− 2xy dy = 0

【2点】この微分方程式は完全ではない．
【2点】積分因子は 1

x2
　


